
第
二
七
号 

２
０
０
９
・
１ 

（
ス
テ
ィ
ブ
ン
ス
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
症
候
群
） 

Ｓ
Ｊ
Ｓ 
患
者
を
励
ま
す
会 

 

連
絡
先 

０
４
２
・
４
８
２
・
１
３
４
８ 

          
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 

一
般
用
医
薬
品
の
ネ
ッ
ト
販
売
禁
止 

舛
添
厚
労
大
臣
に
要
望
書
提
出 

２
０
０
９
年
６
月
施
行
予
定
の
改
正
薬
事
法
施
行
規
則
を
め
ぐ
り
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
業
者
か
ら
一
般
用
医
薬
品

（
医
師
の
処
方
箋
な
し
に
購
入
で
き
る
医
薬

品
）
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
を
認
め
る
よ

う
に
と
い
う
主
張
が
出
て
き
て
い
る
。 

ネ
ッ
ト
業
者
の
要
望
内
容 

 

ネ
ッ
ト
業
者
の
主
張
は
、
消
費
者
へ
の
利

便
性
と
規
制
改
革
だ
が
、
現
実
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
展
開
さ
れ
て
い
る
解
説
内
容
の

２
～
３
の
例
を
み
て
も
現
実
の
被
害
へ
の
理

解
度
が
低
い
こ
と
が
わ
か
る
。 

（
例
１
）
新
米
マ
マ
は
多
忙
で
、
風
邪
薬
を

買
い
に
行
く
ヒ
マ
も
な
い
。（
特
に
授
乳
中
は

非
常
に
危
険
） 

（
例
２
）
体
の
不
自
由
な
一
人
暮
ら
し
老
人

が
痔
の
薬
を
買
う
。（
日
常
薬
と
の
複
合
、ス

テ
ロ
イ
ド
入
り
座
薬
の
危
険
性
） 

（
例
３
）
若
い
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
は
他
人
に
知
ら
れ
ぬ
よ
う
育
毛
剤
を
買
い
た

い
。（
育
毛
剤
に
は
多
様
な
副
作
用
が
あ
る
） 

被
害
者
・
消
費
者
か
ら
の
要
望
書 

 

全
国
薬
害
被
害
者
団
体
連
絡
協
議
会
（「
薬
被
連
」）
を
中
心
に
、
薬
害
・

副
作
用
被
害
者
の
１
４
団
体
お
よ
び
全
国
消
費
者
協
会
連
合
会
、
日
本
消
費

者
連
盟
な
ど
１
３
団
体
も
積
極
参
加
。 

 

２
０
０
８
年
１
１
月
１
７
日 

参
議
院
会
館
会
議
室
に
お
い
て
、参
加
団
体

連
名
の「
一
般
医
薬
品
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
の
規
制
を
求
め
る
要
望
書
」

を
舛
添 

要
一
厚
労
大
臣
に
提
出
し
た
。「
薬
被
連
」
花
井
十
五
代
表
世
話
人

か
ら
「
一
般
用
医
薬
品
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
の
禁
止
を
求
め
ま
す
」
と

要
望
の
理
由
を
説
明
。 

Ｓ
Ｊ
Ｓ
患
者
会
か
ら
も
副
作
用
被
害
者
の
立
場
か
ら
強
く
訴
え
る 

○
Ｓ
Ｊ
Ｓ
発
症
患
者
の
一
割
が
一
般
市
販
薬
で
の
被
害
者
で
あ
る
。 

○
初
期
症
状
で
正
確
な
診
断
が
打
ち
出
せ
な
い
う
ち
に
重
症
化
し
て
い
る
。 

○
ネ
ッ
ト
で
簡
単
に
買
え
る
こ
と
よ
り
、
弱
者
に
は
も
っ
と
違
っ
た
対
応
が 

あ
る
の
で
は
な
い
か
。 

 

舛
添
厚
労
大
臣
の
受
け
止
め
方 

 

皆
さ
ん
と
全
く
逆
に
利
便
性
を
強
調
す
る
人
々
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
し
、
国

会
議
員
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
や
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。
薬
の
安
全
性
に
つ

い
て
は
、
先
般
Ｓ
Ｊ
Ｓ
の
例
も
詳
し
く
聴
取
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
他
の
ご
意

見
も
聴
か
せ
て
も
ら
い
、
し
っ
か
り
受
け
止
め
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。 

 

＝
補
記
＝ 

こ
の
要
望
書
は
、
引
き
続
き
甘
利 

明 

規
制
改
革
担
当
大
臣
に
も

提
出
さ
れ
、
約
一
時
間
に
及
ぶ
熱
い
話
し
合
い
が
も
た
れ
た
。 

 

ま
た
、
野
田 

聖
子 

消
費
者
行
政
担
当
大
臣
に
も
、
医
薬
品
消
費
者
へ
の
配

慮
を
要
請
し
、
あ
ら
た
め
て
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
い
た
。 

    

 
 
 
 
 
 

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く 

 
 
 
 
 
 
 
 

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す 

厚
生
労
働
省
で
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
含
め
た
通
信
販
売
で

の
医
薬
品
販
売
を
、既
定
路
線
を
変
更
せ
ず
に
規
制
す
る
よ
う

２
０
０
９
年
初
に
も
省
令
改
正
す
る
方
針
を
決
め
た
と
、テ
レ

ビ
・
新
聞
な
ど
で
報
道
さ
れ
た
（
１
２
月
２
３
・
２
４
日
）。

患
者
・
被
害
者
の
安
全
性
重
視
の
意
向
が
汲
み
と
ら
れ
た
も
の

と
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。 

 

医薬品ネット販売の規

制 

08．11．1７ 於 参議院会館 
 
 

お
知
ら
せ
し
ま
す 

 
 

平
成
二
十
一
年
度 

Ｓ
Ｊ
Ｓ
患
者
会
総
会
は 

 
 
 

本
年
６
月
６
日
（
土
）
津
田
塾
ホ
ー
ル
で
す 



２
０
０
８
年
１
１
月
２
１
日
、
衆
議
院
厚
労
委
員

会
に
お
い
て
、
一
般
医
薬
品
の
ネ
ッ
ト
販
売
の
制
限

に
関
す
る
厚
労
省
の
方
針
が
三
井 

辧
雄
議
員
か
ら

の
質
問
へ
の
答
弁
で
明
確
に
な
っ
た
（
委
員
会
速
記

録
＝
議
事
速
報 

参
照
）。 

三
井
議
員
か
ら
の
質
問
要
旨 

 

ネ
ッ
ト
販
売
は
、
国
民
の
安
全
性
を
考
え
る
な
ら

ば
し
っ
か
り
と
見
直
し
、
規
制
を
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。 

高
井
政
府
参
考
人
の
回
答 

 

専
門
家
が
対
面
で
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
を
原
則

と
す
る
今
回
の
改
正
薬
事
法
で
は
、
第
三
類
医
薬
品

（
販
売
す
る
際
に
、
専
門
家
に
よ
る
情
報
提
供
が
不
要
）

に
限
定
す
る
。
違
反
し
た
場
合
の
罰
則
は
な
い
が
、

営
業
停
止
・
許
可
取
消
し
な
ど
の
対
象
と
な
る
。 

舛
添
厚
生
労
働
大
臣
の
回
答 

 

利
便
性
と
い
う
こ
と
の
た
め
に
安
全
性
が
損
な
わ

れ
て
は
な
ら
な
い
、
こ
の
精
神
は
き
ち
ん
と
す
る
。

改
正
薬
事
法
を
施
行
す
る
と
き
の
省
令
で
は
、
安
全

確
保
を
第
一
に
き
ち
ん
と
や
っ
て
生
き
た
い
。 

一
般
医
薬
品
に
よ
る
薬
害
・
副
作
用
の
実
例 

 

三
井
議
員
か
ら
は
、ガ
ス
タ
ー
１
０
、リ
ア
ッ
プ
、

Ｓ
Ｊ
Ｓ
症
候
群
、
向
精
神
薬
な
ど
の
薬
害
・
副
作
用

被
害
が
詳
し
く
説
明
さ
れ
、
Ｓ
Ｊ
Ｓ
患
者
の
死
亡
例

も
紹
介
さ
れ
た
。 

 

日
本
経
済
新
聞
（
２
０
０
８
・
１
１
・
２
２
）
に
よ

る
と
、
早
速
、
滋
養
強
壮
薬
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
購
入
し
た

３
０
才
台
の
女
性
が
肝
障
害
を
発
症
し
、
一
時
入
院
し
て
い
た

こ
と
が
、
製
薬
会
社
か
ら
の
副
作
用
被
害
報
告
書
で
判
明
し
て

い
る
。 

緊
急
フ
ォ
ー
ラ
ム  

な
ぜ
薬
は
対
面
販
売
さ
れ
る
の

か 

 

安
全
性
軽
視
へ
の
警
告 

 

２
０
０
８
年
１
２
月
２
日
、
緊
急
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会

主
催
で
、
医
薬
品
の
「
利
便
性
」
と
「
安
全
性
」
に
関
す
る
緊

急
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。 

「
薬
被
連
」
を
主
体
と
し
て
、
法
曹
関
係
諸
団
体
、
全
国
消
費

者
団
体
な
ど
に
Ｓ
Ｊ
Ｓ
患
者
会
・

励
ま
す
会
も
加
わ
っ
て
１
５
団
体
、

約
５
百
名
が
「
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市

ヶ
谷
」（
千
代
田
区
）
に
集
結
し
満

席
の
盛
況
だ
っ
た
。 

 

医
薬
品
が
い
つ
で
も
コ
ン
ビ

ニ
・
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
・
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
入
手
で
き
る
と

い
う
「
利
便
性
」
よ
り
も
、「
安
全

性
」
が
最
重
要
で
は
な
い
か
と
い

う
論
点
を
中
心
に
、
５
人
の
パ
ネ

ラ
ー
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
活
発
に
繰
り
広
げ

ら
れ
た
。 

Ｓ
Ｊ
Ｓ
患
者
会 

湯
浅
代
表
も
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
、Ｓ
Ｊ
Ｓ
の
実

例
を
通
し
て
医
薬
品
の
不
適
正
使
用
の
危
険
性
を
警
告
し
た
。 

後
半
、
会
場
か
ら
も
、
ネ
ッ
ト
販
売
を
危
惧
す
る
発
言
が
続
い

た
。 

 

平
成
２
０
年
１
１
月
１
１
日
、「
横
浜
み
な
と
み
ら
い
」
に
あ

る
横
浜
ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
で
、
海
軍
兵
学
校
第
七
十
六

期
生
の
同
窓
生
と
そ
の
家
族
が
五
百
人
以
上
集
ま
り
、
全
国
総

会･

懇
親
会
が
盛
大
に
行
わ
れ
た
。 

そ
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
川
畠 

成
道
さ
ん
を
招
き
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
の
演
奏
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
そ
の
音
色
に
会
場
は
水
を

打
っ
た

よ
う
に

静
ま
り

か
え
り
、

一
曲
終

わ
る
ご

と
に
万

雷
の
拍

手
が
場

内
に
割

れ
ん
ば
か
り
。
す
て
き
な
演
奏
家
が
奏
で
る
音
楽
は
、
日
頃
、

音
楽
に
興
味
が
あ
る
な
し
に
拘
ら
ず

耳
を
傾
け
て
し
ま
う
の
が
人
情
と
い

う
も
の
で
し
ょ
う
か
。
川
畠
さ
ん
は

そ
れ
ほ
ど
魅
力
あ
る
演
奏
を
聴
か
せ

て
く
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
海
軍
兵
学
校
の
全
国
総
会
・

懇
親
会
に
、川
畠 

成
道
さ
ん
を
招
く

こ
と
が
で
き
た
の
は
「
Ｓ
Ｊ
Ｓ
患
者

を
励
ま
す
会
」
の
中
小
路
ご
夫
妻
の

協
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
極
め

て
大
き
か
っ
た
と
言
え
ま
す
。

こ
れ
が
成
功
裡
に
終
わ
っ
た

の
は
我
々
に
と
っ
て
最
高
の

喜
び
と
な
り
ま
し
た
。 

 

川
畠
さ
ん
は
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
子
供
の
頃
に
Ｓ
Ｊ
Ｓ
を
患

い
、
ほ
と
ん
ど
失
明
に
近
い
と
聞
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
も
拘
ら

ず
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
名
演
奏
家
と
し
て
日
本
の
み
な
ら
ず
世

界
中
で
演
奏
活
動
を
続
け
て
お
ら
れ
ま
す
。
患
者
会
の
皆
さ
ん

も
こ
ん
な
素
晴
し
い
仲
間
が
い
る
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
い
つ

か
は
必
ず
光
が
射
す
こ
と
を
信
じ
て
頑
張
っ
て
下
さ
い
。 

 

政
府
へ
の
陳
情
・
支
援
な
ど
種
々
の
活
動
も
相
俟
っ
て
必
ず

そ
の
願
い
は
む
く
わ
れ
る
も
の
と
私
ど
も
も
信
じ
て
い
ま
す
。 

 
 

（
海
軍
兵
学
校
第
七
六
期
会 

関
東
甲
信
越
支
部 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

事
務
局
長 

林 

和
彦 

記
） 

海
兵
七
六
期
生
の
集
い
で 

川
畠
さ
ん
の
演
奏
が
聴
衆
を
魅
了 

励ます会事務局からの朗報  

「ＳＪＳだより」が取りもつ縁で 
救済申請にこぎつける 

 ２年前にＳＪＳを発症したＨさん

（当時21 才）のお父さん。 
救済申請があまりにも複雑難解な

ので申請をあきらめかけていたとこ

ろ「ＳＪＳだより」を親族から紹介さ

れ、11 月初旬、励ます会 事務局に電

話で支援要請があった。 
 早速、患者会 湯浅代表の適確で丁

寧なアドバイスと,主治医（昭和大学

病院）の積極的なご協力で、先日申請

が受理され、一日も早い認定を祈るば

かりとなった。 
事務局より 

08. 12. 2 湯浅代表が発言 

一 般 医 薬 品 の ネ ッ ト 販 売 

    第三類に限定を確認 




